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技術提案評価総評 

 

千葉市では、現庁舎が抱える防災面、分散化・狭隘化、老朽化の課題を解消し、市

政運営の拠点かつ総合防災拠点となる新庁舎を早期に整備すべく、デザインビルド方

式を採用することとした。事業者の選定にあたっては、民間事業者の高い技術力を活

用し、耐震性能を満たした新庁舎の早期供用開始や現庁舎を使用しながらの施工とい

った本事業特有の課題に対応するため、総合評価方式によることとして、幅広く提案

を求めることとした。 

その結果、入札参加者から提出された技術提案は、いずれも本事業に対する熱意の

感じられる、高い技術力が発揮された質の高いものであった。 

本委員会では市長からの諮問に対して、専門的かつ中立・公平な立場から、技術提

案の評定及び技術評価点を審議した。主な提案内容は以下のとおりである。 

「工期短縮」については、工法の工夫・合理化やＩＣＴの活用による円滑な工程管

理などにより、新庁舎の供用開始時期の前倒しや全体工期の短縮を図る提案がなされ

たほか、国の財政支援措置の期限を踏まえた出来高の増加にかかる提案がなされた。 

「耐震性能」については、独自の工法による高い安全性の確保や上部架構の工夫に

よる免震性能の向上を図る提案がなされた。 

「仮設計画、施工計画、施工中の周辺環境対策」については、騒音・振動・粉塵・

悪臭の防止にかかる様々な工夫のほか、施工状況に応じた来庁者・歩行者の動線及び

安全の確保や駐車場台数を増加させるなどの計画が提案された。 

このほか「施設性能」では、構造架構の工夫により将来の変化への柔軟性や可変性

を確保する提案が、また「維持管理・環境・エネルギー性能」では、ランニングコス

トの縮減を図る様々な手法やウェルネスオフィスなど、効率的な維持管理に資する提

案がなされるとともに、市内企業との共同事業体結成や市内企業への発注など、「地

域経済への貢献」にかかる取組が提案された。 

いずれの技術提案も、市が新庁舎に求める性能・品質を備えたものであり、本委員

会では様々な観点から合議によりこれを評価し、本委員会の加算点とした。 

今後は、本委員会の評価を踏まえ市が決定した技術評価点と入札参加者が示した入

札価格により落札者が決定される。本事業を進めるにあたり、落札者にあっては本技

術提案で掲げた各項目を確実に履行されること、また、千葉市にあってはその履行状

況を適切に管理監督することにより、竣工までの各工程が円滑に進捗し、市の目的が

確実に達せられるよう期待するものである。 

 

 平成３０年１２月 

 千葉市本庁舎整備検討委員会 

 委員長 柳澤 要 
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最終評価結果

評価 得点 評価 得点

42 23.4 24.4

①実施方針

・「千葉市新庁舎整備基本構想」、「千葉市新庁舎整備基本計画」、「千葉市新庁
舎整備基本設計方針」を踏まえた実施設計の実施体制
・ＤＢ方式の特性を踏まえた品質管理や施工精度確保にあたっての考え方及び
工事の実施体制
・包括的かつ自律的なマネジメント、セルフモニタリング等による市への説明責任
の確保に係る具体的な方法
・市との緊密かつ円滑なコミュニケーションに資する具体的な方法
・供用開始後の建物、設備機器の運用に資する提案
・その他、ＩＣＴ活用や受賞実績のある技術者の配置など実施方針・体制に係る提
案

4 B 2.4 C 1.2

②工期短縮

・ＤＢ方式の特性を踏まえた工程管理
・国の財政支援制度が活用できる平成３２年度までの出来高の増加、災害に強い
新庁舎の早期供用開始について考慮した工程計画
・別途発注工事の設計、施工の各段階の工程管理における配慮
・その他、全体工程管理に係る提案、取組み、配慮等

6 C 1.8 B 3.6

③施設性能

・将来の変化への柔軟性の確保
・来庁者の利便性、職員の業務効率や生産性の向上に寄与する施設整備
・非常時の業務継続性の確保 6 B 3.6 B 3.6

④耐震性能

・独自の技術による高度な免震性能に基づく建物全体の耐震性能の合理的かつ
経済的な確保
・免震性能を踏まえた上部構造の種別、架構の合理化
・地盤改良の工法及び範囲を適切に選定した液状化対策 6 B 3.6 B 3.6

⑤維持管理・環境・エ
ネルギー性能

・ランニングコストの縮減
・環境性能の向上

6 B 3.6 B 3.6

⑥品質管理

・優れた施工品質・精度を確保するための方策

4 B 2.4 C 1.2

⑦仮設計画、施工計
画、施工中の周辺環境
対策

・来庁者や職員の業務に支障をきたさないよう、工事期間中に運用中の庁舎及び
議事堂棟の安全確保、振動及び騒音の低減、粉塵及び悪臭の抑制に係る有効
な対策を講じた仮設計画及び施工計画並びに工事情報の提供
・周辺の住民や企業の生活、業務に支障をきたさないよう、安全確保、振動、騒
音、粉塵、悪臭に係る有効な対策を講じた仮設計画及び施工計画並びに工事情
報の提供
・仮設駐車場の安全確保及び開庁日の駐車台数の確保に配慮した仮設計画及
び施工計画
・その他、仮設計画、施工計画、施工中の周辺環境対策に係る提案

6 B 3.6 B 3.6

地
域
活
性
化

⑧地域経済への貢献

・市内企業への発注や市内調達等、地域経済貢献への具体的な取組み（具体的
な数字を挙げる場合は、その証明方法についても記載のあること。）

4 B 2.4 A 4.0

8 3.8 4.8

統
括
実
績

⑨統括代理人の実績

Ａ：官公庁が発注した入札公告日から過去15年間の免震構造で延べ面積25,000
㎡以上の庁舎における新築工事の実施設計業務と施工業務の相互調整の実績
Ｂ：民間企業が発注した入札公告日から過去15年間の免震構造で延べ面積
25,000㎡以上の事務所における新築工事の実施設計業務と施工業務の相互調
整の実績
Ｃ：官公庁が発注した入札公告日から過去15年間の延べ面積25,000㎡以上の庁
舎における新築工事の実施設計業務と施工業務の相互調整の実績
※ただし、共同企業体受注の場合は代表企業の実績に限る。

2 D 0.0 B 1.2

設
計
実
績

⑩設計主任技術者の
実績

Ａ：官公庁が発注した入札公告日から過去15年間の免震構造で延べ面積25,000
㎡以上の庁舎における新築工事実施設計の主任技術者実績
Ｂ：民間企業が発注した入札公告日から過去15年間の免震構造で延べ面積
25,000㎡以上の事務所における新築工事実施設計の主任技術者実績
Ｃ：官公庁が発注した入札公告日から過去15年間の延べ面積25,000㎡以上の庁
舎における新築工事実施設計の主任技術者実績
※ただし、共同企業体受注の場合は代表企業の実績に限る。

2 A 2.0 B 1.2

施
工
実
績

⑪監理技術者の実績

Ａ：官公庁が発注した入札公告日から過去15年間の免震構造で延べ面積25,000
㎡以上の庁舎における新築工事の監理技術者実績
Ｂ：民間企業が発注した入札公告日から過去15年間の免震構造で延べ面積
25,000㎡以上の事務所における新築工事の監理技術者実績
Ｃ：官公庁が発注した入札公告日から過去15年間の延べ面積25,000㎡以上の庁
舎における新築工事の監理技術者実績
※ただし、建築工事業の監理技術者証の交付を受けた者に限る。
※また、共同企業体受注の場合は代表企業の実績に限る。

2 C 0.6 B 1.2

会
社
実
績

⑫法人の実績・経営状
況

Ａ：経営事項審査項目の総合評定値が2,000点以上
Ｂ：経営事項審査項目の総合評定値が1,700点以上
Ｃ：経営事項審査項目の総合評定値が1,450点以上
※提案者が共同企業体の場合は、各構成員の総合評定値を出資比率で按分す
ることとする。

2 B 1.2 B 1.2

50 ― 27.2 ― 29.2

２
．
実
績
評
価
項
目

計

評価の視点 配点
提案者番号１ 提案者番号２

施
工
品
質

全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

施
工
や
維
持
管
理
に
配
慮
し
た
設
計
の

更
な
る
合
理
化

評価項目

１
．
技
術
提
案
項
目
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